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1. 序論 

近年，日本では集中豪雨が多発しており，洪水
や土砂崩れ，浸水などにより甚大な被害をもたら
している．集中豪雨への防災意識を高め，被害を
軽減させるために，集中豪雨が発生する大気場の
特徴の理解を深めることは，集中豪雨の頻度の季
節予測につながるため大変重要である． 

しかし，これまでの集中豪雨の先行研究の大半
を占めている事例解析では，一つの事例の要因は
解明されているが，他の事例にもその要因が当て
はまるかは言及されておらず，要因は一般化され
ていないという課題がある．また，日本国内でも
地域により気候が大きく異なり，雨の降り方も異
なるため，地域ごとに解析が必要であると考えら
れる．しかし，津口・加藤（2014）（1）や福井（1970）
（2）など統計解析を行っている数少ない先行研究
では，解析範囲が日本全体への広域な影響を見て
いるという課題がある．さらに，月ごとの事例数
の集計や主な要因の分類などは行われているが，
大気場の解析は行われていない．よって，地域を
絞って統計解析を行い，先行研究の事例解析の結
果が統計的にも当てはまるのかを解明すること
は，今後の集中豪雨の長期予測をする上で非常に
意義がある． 

以上より，範囲を絞って集中豪雨の事例を抽出
し，統計解析を行う．本研究では尾鷲など日本国
内でも多雨な地域を含む紀伊半島（三重県，和歌
山県，奈良県）を対象とする．さらに，紀伊半島
で発生した集中豪雨の事例解析を行っている先
行研究で報告されている要因が，本研究で抽出し
た集中豪雨の大気場でも見られるかを確認する．
そして，要因が一般化できるかを調べる．本研究
では，以下に挙げる 2 つの先行研究の要因につい
て調べる． 

渡辺（2002）(3)で報告された要因は次の通りで
ある． 

① 暖湿気塊が太平洋高気圧の北西に沿って流入
しやすい場である 

② 500hPa 面で太平洋高気圧の勢力が強い 

③ 850hPa 面で若狭湾付近に低気圧性循環が存在
する 

④ 三重県北部，愛知県付近で地上収束線が形成さ
れた 

⑤ 顕著な対流不安定 

また，渡部（2008）(4)では，次の通りである． 

⑥ 山岳による地形性上昇流 

⑦ 下層冷気塊の存在 

次に，気候値や九州で集中豪雨が発生した時の
大気場と比較を行う．ここでは，紀伊半島で集中
豪雨が発生する時の大気場の統計的な特徴の理
解を深めることを目的とする． 

2. 使用データ・解析手法 

本研究では，アメダスデータ(5)と気象庁 55 年
長期再解析 JRA-55（Kobayashi et al，2015）（6）を

用い，解析期間は降雪による事例を取り除くため
に 1988 年から 2017 年の 4 月から 11 月とした． 

2－1．抽出方法 

はじめに，集中豪雨には厳密な定義がないため，
目的に応じて設定する必要がある．そこで，本研
究では「災害を引き起こす可能性が十分にある」
集中豪雨を抽出する．定義の設定については津
口・加藤（2014），福井（1970），安田（1970）(7)

を参考とした．本研究における集中豪雨の定義は
以下の通りである． 
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1 時間積算降水量が 50mm 以上 

 

 

 

時間の区切れが 24 時間以内の事例は，
同一事例とみなす  

 

2－2．合成図解析 

合成図解析では，紀伊半島で集中豪雨が発生する
時の大気場の特徴を調べるために，集中豪雨が発生
した日の合成図を作成した． 

2－3．九州との比較 

 紀伊半島と同様に九州でも事例を抽出する．さ
らに，抽出した事例から， 

① 紀伊半島と九州の両方で抽出された事例 

② 同じ要因と考えられる①と連続した事例 

③ ①，②から紀伊半島では事例が 9 月下旬に偏
っているため，9 月上旬の事例 

以上の事例を除去した．よって，比較を行うとき
は紀伊半島の事例数は 8 事例，九州の事例数は
18 事例で合成図を作成して比較する． 

3. 結果 

3－1．抽出結果 

解析期間の紀伊半島において，249 事例が抽出
された．4 月から 11 月の中でも事例数が最も多
いのが 9 月で 78 事例であり，台風・熱帯低気圧
が存在する事例を除いた事例数も最も多く 21 事
例である．本研究では 9 月に焦点を当て，解析を
行う． 

3－2．紀伊半島の解析結果 

850hPa 面のジオポテンシャル高度の気候値と
の偏差（Fig.1a）では，太平洋上で高気圧偏差が
みられ，太平洋高気圧の勢力は気候値よりも強い．
また，事例の合成図では，日本海側では気圧が低
い（図略）．よって，勢力の強い太平洋高気圧の

step1：24 時間降水量による抽出 

step2：短時間の強い降水量の有無 

step3：同一事例の判定 

 



ふちに沿って南風は強くなっている（Fig.1b）． 

ここで，850hPa 面の気温と地上 2m の比湿の気
候値との偏差（図略）では，どちらも紀伊半島付
近から南の海上にかけて正の偏差となっている．
強化された南風によって暖かく湿った大気が流
入していることが確認できる． 

次に，紀伊半島付近の上層の安定度の偏差
（Fig.2a）は，紀伊半島付近で負の偏差となって
いる．よって，大気は不安定であり，対流活動が
活発であることがわかる． 

さらに，1000hPa 面の気温の偏差（Fig.2b）で
は，北海道を除く日本全体で気温が低い．よって，
先ほどの太平洋高気圧に沿った南風により運ば
れてきた暖かく湿った大気は，下層の冷たい大気
にぶつかり，持ち上げられるので，上昇流が強化
され，対流活動がさらに強化されることが考えら
れる． 

3－3．九州との比較 

 比較した結果，紀伊半島では九州よりも太平洋
高気圧の勢力がより強く，日本海側で低気圧性循
環が存在する（図略）．よって，南風がより強く
南からの暖かく湿った大気の流入量が多いと考
えられる． 

4. まとめ 

 渡辺（2002）と渡部（2008）で報告された要因
の内，以下の要因は本研究の解析により確認され
た． 

① 暖湿気塊が太平洋高気圧の北西に沿って流入
しやすい場 

② 850hPa 面で日本海上に低気圧性循環が存在 

③ 顕著な対流不安定 

④ 下層冷気塊の存在 

これらの要因は 9 月に紀伊半島で集中豪雨が
発生した大気場の統計的特徴であると考えられ
る． 

さらに，九州との比較結果より，上記の特徴の
中でも強い太平洋高気圧と日本海上の低気圧性
循環は，紀伊半島の集中豪雨の発生と深く関係
していると考えられる． 
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